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2025年2月12日（水）　曇から雨

　夜明け前、西の空にほぼ満月が輝いていた。小一時間ほどで雲

にかくれた。今日は日中雨の予報。そういえが18日は「雨水」。

―　学びはうそをつかない　（１）　－

　『他人にもっとも役に立つようにするためには、現在の自分に

とってもっとも役に立つようなことをすればいい』（ヒュー・ブ

レイザー）にあたるかどうか、30周年節目のまとめをもう一つし

ておこう。

　『勉強の期間、学びの実感』①

　ちょうど10年前の2015年１月から２月初めにかけて、相楽で

創業塾（全5回）の講師をつとめた。

　事前の打ち合せで、テーマに応じて別の講師を頼むのも一考と

勧めた。担当者は、静かに、かつ、きっぱりと、「いえ、おひと

りで通してお願いします」。あとになってそのワケがわかった

が、その姿が印象的だった。

　受講者は30代から60代、男女ともに地域の人たちで、主催側の

職員の人で個別に受講していた。大人な人たちばかりで、初日か

ら和やかな感じで進んだ。課題にも一生懸命だった。

　パワーポイントはつかわずボードに概念図や文言を書き、受講

者とコミュニケーションをとりながら進めるスタイル、受講者の

反応や表情をみながら話す。事前に話すことは決めてはいるけ

ど、本番ではまた思考がめぐり、話がどんどん展開する。

　“言ってることが変っているなぁ…”。話しながら、別の自分が

自分をみて、そう思った。これか…という感じであった。

＊「essais〈書く〉」に書きまとめた「学びはうそをつかない」（2025年2月12付か

ら）の一式を掲載いたします。
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　仕事の次元をあげるために必要な何か、それに出会ったのは

2003年だった。でも勉強に本腰をいれたのは2010年春になっ

た。

　まる２年半独学に時間を費やし、仕事への生かし方を組み立て

るのにさらに１年半を費やした。それでも未熟を感じるばかり

で、いったん、そこから脱した、距離をおいた。

　しかし、たしかに何かは身についていた。学びとっていた。話

しながらそう気づくというのは、あるものでもない、たぶん。よ

く勉強する人はすでによくわかっていることだろうけど、初めて

だった。

　この時点では、学びはうそとつかない、という発想まではいか

なかったが、そう言えるようになった。

2025年2月14日（金）　晴れ

　今日は一日晴れの予報。気温も11℃まであがり、明日は13℃、

陽ざしは春めいてきたから、風さえなければ、ポカっとしそう。

今日はバレンタイン、そこかしこで、ポカっとしそう？

―　学びはうそをつかない　（１）　－

　『勉強の期間、学びの実感』②

　ところで、主体的にのぞんだ勉強には注目する点がある。勉強

の仕方にその人の〈学習のための学習能力〉の特性が反映される

と推察している。個人的な経験と、他者から直接聞いた話から、

そうみた。

　自分から進んで勉強している場合、何とか早く理解したいとい

う気持ちになる。勉強方法を工夫したくなる。自然にそうなる。

そして自分に合うやり方に辿りつく。

　例えば個人的には、診断士の勉強の時にとった方法は図示・体

系化。最初にしたのは、文具店で建築や情報系のテンプレート定

規を買い、手書き。PCが一般家庭にも普及してからは、図形ソ

フトを使って。
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　逆に、テキストの図や写真をすべて文字化するという人もい

る。図や絵では頭に入らないのだそう。「図でわかりやすく」と

いう言い回しは定番だが、それがダメというのには、本当にびっ

くｌりした、認識を新たにした。

　びっくりといえば、診断士の二次試験の中小企業施策の対策に

も個人差をみた。受験校の模範解答をそのまま暗記しようとす

る。800字の解答紙面の行頭文字をまず憶え、その連想で全体を

憶えるという方法。到底自分には真似はできない。

　そもそも丸暗記だなんて、採点する専門家には丸わかりだろう

に。あまり得策とは思えない。当方は、各施策の基本事項だけを

おさえ、自分で文章全体をまとめていった。それを自分の模範解

答にした。

　診断士のあの時の勉強の仕方に、のちの仕事のスタイツの芽が

あったと気づいたのは、独立して10年ほど過ぎた頃だった。以

来、相談の場面で、「その資格の勉強した時の仕方はどうでし

た？」と尋ねることがある。そこにあなたの独自な仕事スタイル

の原型があるかもしれませんよ、と。

2025年2月17日（月）　晴れ

　昨夕からよく晴れて、今日も続きそう。気温は昨日ほどは上が

らない。明日から明後日にかけはまあ寒波がやってくるらしい。

体調をくずさないようにしなければ。

―　学びはうそをつかない　（１）　－

　『勉強の期間、学びの実感』③

　30年ほど前に知人から勧められ読んだ、『〈わかる〉というこ

との意味』（佐伯胖）の著者が2013年に東大で講演した概要を見

つけた。その中に勉強と学びの違いが書いてある。

　「私が考える勉強と学びの定義とは『勉強』＝教えに従って

『身につけるべきこと』を身につけること。『学び』＝自分から

『こうありたい』自分になること。自分で本当だと思うことを自

分で楽しみながら探求していく、それが学び」（佐伯胖）
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　勉強から学びへつながる過程、これが重要。「博士ちゃん」た

ちのように子どものうちに自分の好きなものに出会い、それを探

求できる環境なら学びは深まる。親の役割も大事になってくる

が、「子どもの天才ぶりを台無しにするのは大半が親」（マー

ヴィン・ミンスキー）ともいう。

　それでも子どもの頃に勉強の習慣がある程度あった人は、大人

になって何かに目覚め勉強の必要性に迫られれば、学びへの道は

つく。勉強を進めるうちに、関連分野の知識にも手がいき、知る

ことがたのしくなる。そうなるともう学びの世界。

　同質なところから創造性は生まれにく。『創造性を拓く』（早

川書房1991年）に登場する〈創造的な人たちも、「わずかな知識

はないよりましだが、豊富な知識が何にもまして大切だ」と強調

する。

　仕事で、何らかの専門性をもって世に出ようとする人、すでに

出て飛躍をめざす人に、助言することが多い。どちらにも自身の

専門以外の多様な知識や技能にふれる大事さを話し、同専門他者

とは異なる魅力をそなえるようにしましようと励ます。実際に努

力する人も多い。

　その努力の結果は後にみえる。勉強している間は、時に徒労感

を味わうこともある。でも、学びは、けっして、うそをつかな

い。「『こうありたい」』自分になること」に近づいている。

2025年2月19日（水）　晴から曇へ

　早朝はキリっとよく晴れた。ただし予報では夜にかけて曇の

マーク。またまた冷え込んでいて、東の日本海側は大雪。大阪市

内は今のところ風もよわく、しのげる寒さ。

―　学びはうそをつかない　（2）　－

　『先天と後天、学びのパノラマ』①

　いま音声で再読している『数学する人生』に、人は生後32ヶ月

で、「その人が一生使うほどの情緒的なたくわえを用意する」と

「岡潔」は書いている。
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　2008年６月21日日経コラム『交遊鈔』に著名なフランス文学

者の〈ひそひそ話〉が紹介されている。「あの人はできがいい」

という場合の「でき」とは何か、それは「生まれつきや」と呟い

たらしい。

　『心理学大図鑑』（NEWTONプレス）に「パーソナリティー

は遺伝と環境の相互作用と考えられている。最近の研究では、

50%・50%」とある。運命は先天と後天の半々に因ると東洋哲理

にある。

　いつか恩師宅を友人二人と訪ねた帰り道、恩師の話の何に注目

したか、それがバラバラだったのが、印象にのこった。専門学校

で高校卒業したての学生たちに話しながら、反応の違いにのこの

差はどこにあるのだろうと頭の隅でおもった。

　6人きょうだいの一番目、きょうだい皆それ相当の年齢にな

り、今となっては、きょうだいでもこれほど違うというほどライ

フスタイルは違う。一番目から６番目にかけて、生活環境が変っ

ていくから、当然といえば当然。

　ただ、何かしら共通するものはある。それを言語化するのはむ

ずかしい…、さて、どういう言葉がしっくりくるか…、こうして

書きながらふと、あっ、「情緒」」か、と閃いた。「岡潔」のい

う、「情緒」。

2025年2月21日（金）　晴から曇へ

　日の出が目にみえて早くなった。1月中旬には反転していた

が、気づくようになるには、ひと月ほどかかる。今日もまだ寒い

が、来週は春めくよう。

―　学びはうそをつかない　（2）　－

　『先天と後天、学びのパノラマ』②

　仕事でたくさんの人の〈個人的な話〉をたくさん聴いてきた。

なぜその仕事なのか、業なのかを尋ねることになるから、自然に

そうなる。人によっては、大変な逆境を生きてきた人もいる。そ

ういう人がけっして少なくない。そういうこともわかった。
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　だから想像する、こうして自分の未来を変えようと外の世界へ

出ていない人も少なくない、と。否、その方が多いのではないか

と。安心・安価で起業・経営の支援をうけられる公的機関へなん

とか足をむけることができれば、現況から脱皮する扉は開くはず

だけど…。

　外の世界へ出る人、出られない人。その差はどこにあるのか。

ひょっとすると、自分のことを人に〈話せる〉かどうかではない

か。別な言い方をすれば、人を信頼できるかどうか、その前提

に、信頼できる人かどうかを見分けられるか、ということかもし

れない。

　信頼できそうだと感じたなら、少しは自分を開示するもの。話

しても大丈夫を見込んでもらったほどの相手なら、本人のプラス

になるような話を必ず返すはず。どこどこに相談できるところが

あるから、一度行ってみれば？という風に。

　突破口は意外に些細なこと、些細なことのようで、かなり鍵に

なること。それらと本人の持って生まれたもの、そのあとの環

境。まわりにどのような人間がいたか、どう関わったか…。考え

るとあまりに壮大、自身を物語るしかないか。

2025年2月25日（火）　晴

　３連休は寒かった。昨日は大阪市内でも雪がちらついた。今日

は日中10℃まで上がる予報。週末には18℃とは、これはカラダに

堪えそう。疲れを感じたら、小休止を。

―　学びはうそをつかない　（2）　－

　『先天と後天、学びのパノラマ』③

　先天は宝石の原石、後天はその砥石と研ぐ人、ということにな

るか。研ぐのは自分でもあり、他者でもあり。子どもの頃は他

者、その第一番は親または一番身近な大人。

　祖父母と同居していたという人は、親よりも祖父または祖母の

影響が大きいよう。知人に何人かそういう人がいるし、本を読む

と、「中井久夫」も「岡潔」もそのよう。
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　高校の古文の先生は狂言のお家の人だった。いつか授業の中で

狂言の修業の話をしてくれた。よちよち歩きの段階から修業は始

まるらしいが、３歳までは動物のように仕込むという。今もなぜ

かそれだけ記憶している。

　『三つ子の魂百まで』の三つ子は、満２歳をさすとも、あるい

は年齢ではなく幼少期をさすともいう。「岡潔」は、人間は生後

32ヶ月で一生分の情緒的たくわえをするという。

　なぜわたしは空をみるのか。なぜ高層ビル建設現場のクレーン

操作を飽きずに見ることができるのか、友人たちに付き合い仕方

なく観たイルカショーになぜ一番喜んだのか、自分でもワケはわ

からない。

　自分でもワケのわからない何か、それを魂とも、情緒ともよん

でいいのだろうと思う。ここでは後者をつかうとして、その人の

情緒と身体（能力）が後天的なものとからまり、その人の世界が

つくられる。

　個々人のその世界が日常に縦横無尽にかさなり広がっているの

だから、そう考えると、この世は豊か。

2025年3月3日（月）　雨

　昨夜から本降り、明日にかけても雨の予報。１日の土曜はよく

晴れ、温かく、春本番をおもわせたが、まだ先のおたのしみ。

―　学びはうそをつかない　（2）　－

　『先天と後天、学びのパノラマ』⑤

　「社会の変化を先取りして感じることができる。外国人として

生活する者にはそういうセンスが養われる」。友人がそう言った

とき、そんな風に考えたことがなかったので、目が開いた。それ

はあり得る。

　コミュニケーションのとり方については、「外国人」なんだと

気づくことになった、独立してから。「世間」という言葉は知っ

ていても、概念や感覚は、自分にはまったくないことを知った。

leeslee 7/22



　さらに社会や時代を読むことに繋げて考えるまでには至らな

かった。社会に目をむける度合が比較的高い、たぶん。でもそれ

は自分自身の志向性と仕事柄のなせるワザだと、漠然と考えてい

た。

　あらためて考えてみると、たしかに腑に落ちた。ふり返ってみ

れば、今でいう多様性を許容する世界や場に身をおいてきた。社

会は変っても、普遍的な価値を大切にする世界を察知して。

　「外国人」という生まれもった条件が養ってくれた力はけっこ

うあるのではないか。社会の空気や集団の文化性をかぎ分けるよ

うな力。たぶん社会的知性の下地になっている。

　過去から現在、あまり不愉快な想いをせずやってこられたの

は、自分の守りたいものの究極＝自分の精神性を冒しそうなもの

を、ある程度回避できてきたおかげではないか。

　しらず知らず学びとっていたものが仕事やプライベートの生活

で生きてきた。学びそのものって目に見えにくいけど、人の営み

をたどれば、水脈として道すじをつけている。

2025年3月5日（水）啓蟄　雨

　今日も雨、晴れてくるのは明日になるよう。関東は都内でも

雪、土曜は春めいていての急冷。寒暖の差が激しく、カラダに堪

えそう。

―　学びはうそをつかない　（2）　－

　『先天と後天、学びのパノラマ』⑥

　外国人であることが社会的知性を養ったことは間違いないが、

それだけなはずはない。他の大事な要素として、父が早く逝った

ことときょうだいが多いことの２つがある、たぶん。

　６人きょうだいの一番目、13才で生活環境は一変した。ただ父

の薫陶はしっかり身に入り込んだ年齢であった。それらが先天的

な質を刺激して、観察眼を養った気がする。

leeslee 8/22



　親をふくめ、大人の浅はかさ、狡猾さ、非情さをみる一方で、

善良さ、誠実さ、真実さをみた。おそらく16才までのうちに、人

間の〈さま〉を捉え、のちの読書でそれを確定させた、といえる

かもしれない。

　きょうだいが６人だったのは、たぶん、さいわいした。中井久

夫先生が書いていたように、「５人以上になると、親との相互作

用よりも、きょうだいどうしの相互作業が重要になってくる」。

　ましてや一人になった母にすれば、全員に関わっておられな

い。子の人生のはやい段階から親があまり口出ししなかったの

は、これは大いにさいわいしたと思う。

　親との軋轢、葛藤を抱える人の多いことを仕事を通して知っ

た。その反動をパワーにする人もいるが、親のはめた枠にとらわ

れてけっこう心の重しになっている人もいる。

　ときどき人から、「つよい」とか、「バランスがいい」とか

言ってもらう。なぜそんな風にみえるのか。自分では、人間らし

い人間といっている。自分を守るための本能がしっかり働き、対

処する。

　生まれ持った質そのものが、「つよい」とは思わないが、「バ

ランスがいい」とは思う。その質からすれば、１０代そこそこで

の環境急変が糧になり、バランス保持に磨きをかけた、といえる

か。

2025年3月7日（金）　晴れ

　昨夕から晴れてきた。早朝は雲が多かった。でもようやく陽が

さしてきた。今日はまだ寒い。でも陽ざしは春。

―　学びはうそをつかない　（2）　－

　『先天と後天、学びのパノラマ』⑦

　晩年期にさしかかると誰でも現在に至る人生の運びに感慨をも

つもの。個人的にも、よくぞこういう風に展開してきたなぁ、き

ているなぁと不思議におもう。
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　仕事でたくさんの人と出会い、込み入った話も聴くことにな

る。人それぞれの持って生まれたものや、環境の違い、はたまた

宿命と運命の刺激合いというか、駆け引きというか、複雑すぎ

て、もう「幽玄さ」といいたくなる、人一生。

　その人ならではの先天的なものが、後天的な状況からその人の

学びかたを促し、年齢をかさねながら、その学びが指数関数的に

蓄積されて、その人だけの自分史となる、物語ができる。

　老いて、その自分史に「〇」をつける人もいれば、「△｝ある

いは「×」?

となると、それは少しさみしいけど、そこで必要になるのが、

「智恵」か。

　2008年の２月から４月にかけて、『無の探求』（梅原猛　柳田

聖山）を読んだ。禅について書かれたもの。なぜ読む気になった

のか、別の本を読んでいて、その気になったのかもしれない。た

だ、そう簡単に読み解ける内容でない。腑に落ちる一文を見つけ

ただけでよしとした。

　やすらぎ（定）は智恵にそのすわりをゆずる

　いま再読している『数学する人生』にも「智恵」はよく出てく

る。ここは辞書の説明を。「 （智慧）仏語。相対世界に向かう

働きの智と、悟りを導く精神作用の慧。物事をありのままに把握

し、真理を見極める認識力」

　よくもわるくも、結果をうけとめ、それもこれも、自分で運ん

できた人生と自分に言い聞かせ、心を落ち着かせる。なかなかそ

うできるものではないけど、人間は学ぶ生きものだから、繰り返

すうち、心にすわる。

　「やすらぎ」＝穏やかなゆったりとした気分。いつもそうあり

たいもの。

2025年3月10日（月）　晴れ

　早朝からよく晴れている。気温も15℃まであがる予報。1月半

ばに反転した日の出時間、今朝はそれが目にみえてきた。同じ時

間なのに、明るくなってきた。あぁ、春。
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―　学びはうそをつかない　（3）　－

　『読書の真価、世界の深化』①

　「学び」は、ものごとのについて自分なりの答を得たことを指

すのだろうと思う。でもなかなか確定にはならない。年月をかさ

ねながらパージョンアップしていく。

　学びはそもそも自分のためのものだが、人のためになって自分

もいきるわけだから、もし自分より若い人から何かしら頼りにさ

れるようになったなら、それなりによい学びをかさねてきたと胸

をなでおろしていい。

　そう、最近そんな心境にある。残り時間はもう少ないのだか

ら、そろそろ自分の歩みを自己評価しても差しつかえない。とり

あえずほっとしているのは、少しは大人になった、ということ。

　若い頃のなんと未熟だったこと。独立する判断は本当に正解

だった。よくぞ実践したと我ながら、「自分を褒めてあげた

い」。人に問われ、試され、、また、人に恵まれ、励まされ、学

びの旅は続き、今も続けられているから。

　おのずと考えさせられる。おそらく生まれつき考える質である

ところに、さらに考えさせれる状況。特に事務所を開設した1995

年3月からの3年は、過ぎてみれば珠玉、でも当時は混沌。

　ひょっとして見当違いのことを始めたか？　そんな目線をもつ

羽目になった。実際そうなら、やる意味がない。答え捜しにまず

手にしたのが、本。古今東西の多様な知にあたることができる。

やはり本になる。

2025年3月12日（水）　曇

　昨日はだらだらと雨がふった。今日はずっと曇りのよう。気温

はぐっと上がるから、歩くにはいいかもしれない。いやいや寒暖

差でカラダに堪えるか。

―　学びはうそをつかない　（3）　－

　『読書の真価、世界の深化』②
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　活字が好きでも、本が好きでもないけれど、自分の問いの答え

を探すとなると、本が一番アクセスしやすい。通った塾のおかげ

で10代のうちに読書が生活の中に入っていたのはよかった、恩師

に感謝。

　1995年から1998年にかけて、図書館をよく利用した。当時住

んでいた箕面市立図書館は休みごとに館内を〈徘徊〉した。事務

所から近い大阪市立中央図書館も頻繁に利用した。

　あの本に出会わなかったら、“早々にj廃業していた…”という決

定的な一冊があるし、“脳科学の世界が意外にしっくりくる…”と

新しい発見をした本もある。

　その〈発見〉から間もないときに、知人の紹介で仕事すること

になった先方から、「それなら…」と、聞いたことのない人の一

冊を教えてもらった。その本に感じ入り、会ったときにお礼をい

うと、別な一冊を勧めてくれた。こう展開すると、あとは自分で

次を求めるようになる。

　自分なりの偶然の発見に端を発し、また偶然にも、新しい出会

いの人に話が通じ、自分の知の世界が広がり、深まる。タイトル

の「世界」は自分と自分をとりまく世界、という意味。

　早々と自分の道を諦めずに済んだこと、人との出会いとその後

の交流を深めさせたこと。そこに本があった。そういえる。

2025年3月14日（金）　曇から晴

　いまスギ花粉がピークらしい。昨日の昼、ちょっと買い物に出

ただけで夕方目の周りが痒くなった、くしゃみも出た。この程度

で済むよう、気をつけよう。

―　学びはうそをつかない　（3）　－

　『読書の真価、世界の深化』③

　「エビデンス」が無いと動けない人は遅れをとる。先日読書効

果に関するセミナーをオンラインで視聴して、そう感じた。
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　身近な世界でいえば、社会起業家。研究者や行政などが、「コ

ミュニティービジネス」、「ソーシャルビジネス」、「社会起業

家」と名づけるずっと前に、社会の流れや課題を読み、動いた人

がいる。

　読書の効果は、大抵の人は人に教えられなくても知っている。

ただ、実際に読書の習慣がつかないと実感は伴わない。

　その実感もあまり自分では持てない。ある場面や状況に接し、

人と自分の感じ方や考え方の違いを意識した時に、その差は何だ

ろうと感じ、あれこれの要素の中に読書が一つの候補として上が

るか。

　ちなみに読書習慣には、言葉の習得、知能の発育、メンタルバ

ランス、学力向上に効果があると科学的に証明されたらしい。

　また、効果をうまく引き出すのは、毎日短時間でも読むこと、

ほんの少しハードルのある本を読むこと、そして多様な分野の本

を読むのがよいとのこと。

　個人的に読書の効果に意識がいったのは、今から10年ほど前

だった。それまでも漠然とは感じてはいたが、しっかり注目する

ことになったのは仕事を通してだった。

　同じように助言しても、ピンとくる人とそうでない人がいる。

ピンとくる人は多くと語らなくてもわかるし、そうでない人は言

葉を尽くしても空回り。この差は何だろうと、おのずと考えるこ

とになる。

　それ以外にも仕事ではさまざまな場面で自分の視点や観点、意

見や感想話す、表すことになる。しだいに他者との違いを思い知

らされる。そんなことが重なり、2015年あたりで読書に注目する

に至った。

　それからも10年がすぎ、さらに最近は読書に畏れを抱く。10年

前の認識はまだ甘かった。そんな気がしている。

2025年3月17日（月）　曇
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　朝一番は陽もさしたが、全体としては曇りの予報。昨夜から風

がつよく、冷たい。春分の日以降ぐっと上がるらしい。暑さ寒さ

も彼岸まで。

―　学びはうそをつかない　（3）　－

　『読書の真価、世界の深化』④

　大学予備校講師の人から聞いたことが印象に残っている。「医

学部を目指す学生でも最近は、抽象度の高い問題は扱えないんで

すよ」。例えば、医師にとって一番大事なことは何だとあなたは

考えますか？と問われてると、固まってしまう。

　仕事上で相談にのっている相手がこちらの話にピンとくる、こ

ないの差も、その〈抽象度の高い〉問題、課題、話題に反応でき

るかでできないかの違いかもしれない。

　他者と同じ専門性をもっていて、他の多くの人と同じようなこ

とをしていてはその中に埋没する。同じであっても、自分なりの

問題意識や視点、その先に事業テーマを見出し、動き出して、自

分の世界が開く。

　先達の説によれば、人間は生まれつき、精神的なことになじむ

人、精神的であるけど現実寄りになじむ人、現実的で平均的なこ

とになじむ人、現実的・特技的なことになじむ人、の４つの型が

あるという。

　「パーソナリティー」も「読書好き」も、50％は〈生まれつ

き〉の影響があるというから、やはり抽象度の高いテーマに素養

のある人とそうでない人はいるはず。あとは生活環境の中での訓

練・鍛錬しだい。

　「大人になると小説は読めなくなる」。恩師のところの読書会

で恩師が言った。まだ二十歳そこそこだったが、何となく頷け

た。小説というのはたぶん純文学のものをさしている。年を重ね

るうちに、『事実は小説より奇なり』がわかるからではないか。

　個人的にも小説を読んだのは20代までだった。30代に入る前あ

たりから、若年期の一番花のある時期でもあり、他のことに気を

とられ、本を読むこと自体なくなった、ふり返れば。
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　ふたたび本を手にしたのは独立してから。ここからは〈抽象度

の高い〉本を読むことになった。自分ならではの業のはずだけ

ど、社会の中の意味、意義を問われ、それを解こうと探して、出

会った。

　本は膨大にあるから、遅かれ早かれ、必ず見つかる。今もそれ

ら本にいろいろと教えられているが、数年前から、若年期の小説

読みに注目するようになった。

2025年3月19日（水）　曇

　昨夕から雨がふり、風もつよかった。今朝は一段を寒い。早朝

は陽もさしていたが、すぐに雲が多くなり、また雨がパラつい

た。季節の変り目にしても、気象が荒い。明日は「春分」。

―　学びはうそをつかない　（3）　－

『読書の真価、世界の深化』⑤

　数年前に出た本、『読書する人だけがたどり着ける場所』の広

告をみた時、言わんとすることが想像できた。うまく表現したタ

イトルだと感じた。目次をチェックすると、認識力を高める、思

考を深める、時代を超えた普遍性をそなえる、といったことが書

かれているよう。

　「ハウ・ツーは20代まで、30代になると原理原則や理論をおさ

えないと」。社会教育にかかわる人がそう言っていた。そこで思

い出すのが、多くの企業の顧問弁護士だった「中坊公平」の言

葉。

　長年の経験から経営者には大きくわけて２つのタイプがあると

いう。「着手先行型」と「理念先行型。流行りや他の成功例をと

りいれようとするタイプと、自分の問題意識や信じることに挑戦

しようとするタイプ。

　流行りや他の成功を模倣するのは、短期的には成果を得るかも

しれないが、『歴史の批判には絶えられない』（中坊公平）。こ

のひと言が利いていた。かつては是だったものも時間が経ち否と

いうこともあり得る。
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　仕事で相談にのる人の多くは、自分ならではの問題意識から事

業テーマを見出す人。ただ、具体的な事業展開になると、「構

想」ができにくい人がいる。体系的にとらえ、長期的視点をもっ

て、事業の進む未来を想像する。思考がその方向へ向きにくい。

　四次元的な発想ができにくいと言えるかもしれない。だから

か、目先のことにとられわやすい。事業の全体像と展開方法が固

まる前から、チラシの作り方、助成金の種類を知ろうとする。

　「これからどんなビジネスがいけそうですか？」という人も一

人だけいた。40代の人だったから、少し驚いた。話を聴くうちに

そのワケはわかった。本当は芸術系に進みたかったのに、親に大

反対され、意にそわない進路になった。それが尾をひいている。

自分探しが続いているよう。

　実業家で詩人、小説家でもあった「堤清二」が日経新聞のイン

タビューにこたえて、「読書とは本禦以外の本を読むこと」と

語っていた。これは、ほんと、そうだと思う。経営者が経営に関

する本を、自分の専門分野に関する本を読むのは、仕事の範疇。

　自分のやりたいことの未来を構想する、そもそも自分のやりた

いことは何かと自問する、逆境に遭ってはどう生きるか光をもと

める、など等の人の営みが時代を超えて、小説や詩、絵本など

に、膨大に展開されている。若いうちから親しんでおくにこした

ことはない。

2025年3月21日（金）　曇から晴

　朝のうちは雲く、午後からよく晴れるよう。昨日の春分はよく

晴れた。気温は低めは室内にいると少しひんやり。今日は日中

17℃まで上がる予報。寒いところからの急な気温上昇は「だる

さ」に要注意。

―　学びはうそをつかない　（3）　－

『読書の真価、世界の深化』⑥

　他者・他社に向けてとる自分の行動の少し先の展開を読む。な

ぜそれが出来ないのか。小さな問題意識をもったのは5，6年前の

ことだった。当の本人がやることだから想像できて当然と、無意

識に決めつけていたのかもしれないと。
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　なぜできないのか…、自分はできる方…、その差は何か…。考

えるうちに思いあたったのが読書だった。なかでも小説。登場す

る様々な人間とその模様、社会環境や生活状況、それらが織りな

す物語。多読していなくても、「構想力」や「想像力」に貢献し

ているのではないか。

　それ以来、仕事の現場で相手の相談者が「本をけっこう読んで

います」という話が出ると、本の種類をたずねるようになった。

少なくないのが俗にいう「自己啓発系」、日本でいう「スピリ

チュアル系」に傾倒している人も案外多い。

　恩師のところの読書会で10代のうちに読書の手習いをできたの

は仕合せだった。「堀田善衛」に出会ったことで人間と人間社会

のあり様をかいま知った。少なからず自分の精神の糧になったの

は間違いない。

　いつかの読書会で次に読む本を恩師が皆に伝えた。大衆小説作

家といわれた「黒岩重吾」の作品だった。すると門下生の一人

が、「そんなもの…」と見下したようにぼろっと言った。すかさ

ず、「君、それはダメだ！」と強い口調で恩師が諭した。

　『数学する人生』の今朝読んだ箇所に、数学の研究は「大脳前

頭葉という知性のカンバスへ無色・無形の絵を描いて行くような

もの」を書いてあった。20代までの小説読みは、そのカンバスに

絵を描いていく術を身につけさせるといえないか、「構想」や

「想像」といった。

　構想して想像できれば、次のアプローチができる。未来を自分

で少しずつ拓いていく。その過程は人との交わりでもある。自分

の世界が広がり、深まることになる。読書の波及は計り知れな

い。読書、おそれいりますの感

2025年3月24日（月）　曇

　今日は一日曇空、明日あさっては晴れるらしい。週末はまた気

温がぐっとさがる予報。昨日おとといの陽ざしは暑いほどだっ

た。半袖すがたで自転車を走らせる女性をみた。日焼けが心配に

なった。

―　学びはうそをつかない　（４）　－

『自分を教える』　①
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　はじめて『モンテーニュ』を読んだのは2001年だった。『エ

セー』のエッセンスが小気味よく紹介されたいる。その中に次の

一文があった。

　『ここに書いたものはわたしの学説ではなく、わたしの研究で

あり、他人を教えるためのものではなく、わたしを教えるための

ものだ』。

　事務所開設当初からリーズレターを編集して発信していた。

Webサイトを開設してからは、仕事で知り合った人の勧めで、

トップページに短文を書くようになった。

　「なんで、そういうことしてるの？」。久しぶりに会った友人

にそう言われたことがある。ワケを知りたいというより、ワケが

わからないという感じだった。

　そうか、わからないんだとわかったから、あえて言葉を返すこ

となく、あいまいに答えてやりすごした。『モンテーニュ』を読

んでいたら、先の一文を借りて、答えたかもしれない。

　日記の習慣はなかったけど、自問自答のために書くことは10代

の頃からしていた。その頃のノートは残してある。その中には読

書の記録もある。

　届いたリーズレターをみて読んで、追って友人の一人が、

「リーさんは〈話せる〉人だとは思っていたけど、〈書ける〉人

だとは思わなかった」と言った。

　「書ける人…？　いや、それは違う」と返した。自分の考えて

いることを話すのと同じで、書いているだけ。話して、書いて、

精神的な習練をしているようなもので、「書くのが好き」という

ことでも全くない。

　だから「モンテーニュ」の「わたしを教えるため」というの

が、簡単な言葉でうまく表現していると感心した。そして、「わ

たしを教えるため」の積み重ねがいずれ、「他人を教えるための

もの」になる、たぶん。

　『他人にもっとも役に立つようにするためには、現在の自分に

とってもっとも役に立つようなことをすればいい』（ヒュー・ブ

レイザー）とは、よくいったものだと、これまた感心する。
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2025年3月26日（水）　晴れ

　昨日同様、晴れてはいるけど、空全体が白っぽい。昨日から黄

砂が飛来。花粉と重なり、夕方に目のまわりが痛痒くなった。ま

た急な気温上昇で、夜になると何となくカラダがだるい。気をつ

けよう。

―　学びはうそをつかない　（４）　－

『自分を教える』　②

　『エセー』が象徴するように、自分を教える最良の方法は〈ま

とめる〉ではないか。書いてまとめる。個人的な経験からも実感

している。

　〈まとめる〉の最初は冊子『哲樂の中庭』だった。発行は2001

年７月だが、その気になったのはもっと前で、まとめるのに時間

がかかる。

　独立して10年、事務所開設から5年となると、自分を問う場面

は数知れず、初期の大切な気づきをまとめたことで、学びの腰が

すわった。過去に感謝し、新しい出会いに未来を展望し得た。

　２つ目の『自業のすすめ』は「生みの苦しみ」は半端でなかっ

た。サイトにアップしたのは2016年4月だが、一冊目とは比較に

ならないほど、時間を費やした。

　2002年以降2010年までの9年は、仕事でさまざまな機会を得た

時期だった。おかげで〈自分ならでは〉を知る機会にもなった。

それやこれや、書きまとめたいことはたくさんあった。

　でも、よくよくみると、どれも一般化するのはむずかしいもの

ばかり。それに自業は日々刷新されている。いまの時点で書きき

れても、まだ先がある。そこで書いてきたほとんどを削除し、シ

ンプルにまとめた。
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　しかしこの孤軍奮闘が功を奏した。仕事上の出会いに新しく決

定的な認識を得た。「わたしは見つけてもらったんだ…」。ある

瞬間にうかんだこの発想に、小さな衝撃をうけた。これが降りて

きてくれて、天に感謝。

　2冊をアップした時から3冊目が〈総まとめ〉になる考えてい

た。そうしょうと決めた。2021年秋に手を付け始め、2022年春

に書き始めたが、その後は中断したまま。

　ただ昨年秋からここに書いた『どのようなPAか』、それに続

く今の『学びはうそをつかない』は、3冊目の下地になるのでは

と思いながら書いている。さて、本腰をいれて書きまとめるのは

いつになるか。

　ともあれ、〈まとめる〉は大事なアプローチ。自分にとっては

大きな発見、学びになり、まとめたものは他者に伝える媒体とな

る。先日あるNPOに助言することがあり、3年後に設立20周年を

迎えるというから、記念誌の編集を勧めた。

　団体の歩みに加え、事業テーマのもつ未来社会における意義に

ついてまとめていく。編集作業のプロセス自体が自分たちの存在

価値の見直しになり、ビジョンを共有化することにもなる。

　〈まとめる〉には時間と労力を費やすが、それだけの値打ちあ

り。

2025年4月1日（火）　曇

　新年度が始まった。天気は曇だけど、4月の声が晴々しい。環

境のかわった人は落ち着くまでひと月はかかわる。途中でいや気

がさすのはよくあること、気をとり直してやりすごすと、案外居

心地よい場合あり。

―　学びはうそをつかない　（４）　－

『自分を教える』　④

　よくもわるくも学びはうそをつかない。ときに自分の未熟さに

呆れることがある。やさしく指摘されて、ハッとして、自分を省

みる。この姿勢をなくすと、たぶん、遅かれ早かれ、自分の道も

とだえる。
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　日常の中に哲学がある。そう実感したのは事務所開設から１年

ほどのことだった。事務所の当方のパソコンを、友人が来て独り

占めする。仕事の準備に追われ、焦っているのは理解できる。

　しばらく黙ってみていた。見られていると気づいているのに、

離れない。“いざという時には、自分のことしか考えない人だ

…”。普段は人なつっこく、当所に頻繁に出入りしていた。

　人となりがわかったことがあるのかもしれない。本人がパソコ

ンから離れるまで何を言わなかったのは。苦々しい気持ちはあっ

た。でも案外冷静に、“日常の中に自分を試される場面がある

なぁ…”と感じていた。

　“日常の中に哲学がある…”。そう頭に浮かんだ瞬間のシチュ

エーションは今もはっきりと憶えている。「モンテーニュ」の

『エセー』を知ったのはこの5年後だけど、「自分を観察する」

意識の芽生えだったか。

　同じ社会に住んでいても、住む世界は異なる。生活文化、流

儀、不文律がちがう。違いがわるいわけではないので、互いの世

界を尊重して、関係は絶った。そうするほどのことも別にあっ

た。

　事務所開設当初3年は、自分を試される、その分、自分を教え

る前期になった。「安定」からは得られないものを得たと思う。

2025年4月4日（金）清明　晴れ

　大阪市内でも桜はほぼ満開。今日の日中からそこかしこで春の

宴が催されそう。この週末が見頃、気温も２０℃前後の予報。絶

好の花日和。

―　学びはうそをつかない　（４）　－

『自分を教える』　⑤

　2022年8月8日に、ふとその気になり『老子』の音読を始め

た。本は４年前にちょっとしたきっかけで2冊訳者別で買って

あった。
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　いつか読むタイミングがくるだろうとそのままにしてあった

が、その時がきた。数日後に知ったのだが、その日は中井久夫先

生が他界された日だった。

　『老子』は最初の音読から４回再読した。左記に案内している

ように、『孫子』、『モンテーニュ』再読へと音読の習慣がすっ

かりついた。サイトにアップすることで一定の緊張感ももてた。

　かれこれ3年、何ごともよしあしが見え始め、気づく頃。「岡

潔」ほどの「宗教によって境地が進んだ結果、ものが非常に見え

やすくなったという感じ」まではいかないにしろ、すこしは通じ

る。

　3年前の読み始めの時に音読の意義・効果は、今ははっきり見

えないと自分で語っている。それは追って見えてくると話してい

る。

　知的文化遺産に継続的にふれながら、知的に変らないなんて、

あり得ない。好感するにしろ、否定的にしろ、認識を何かしら更

新する。

　“ちょっと冴えてきたなぁ…”。先日そう感じる瞬間があった。

「冴え」は一時的だろうけど、自分でそう思えた。なかなか愉快

な感触、感覚だった、顔がほころんだ。

　同時に「学び」の意義を実感できた感じがした。大事さは重々

わかっているつもりだけど、心の底からじわっとわかる感じだっ

た。

　だから今さらながら、「学び」を大切にしようと肝に銘じた。

あえて意識するようにしようと自分に言い聞かせた。

　「学び」の再発見。事務所開設から31年目に入るこの4月に、

この境地に立てたのはよかった。

　「前へ進むのに謙虚さでいく人と理想追求でいく人があるとす

れば」（岡潔）、前者でありたいと思う。
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